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1.  平成23年8月期第1四半期の連結業績（平成22年9月1日～平成22年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年8月期第1四半期 1,084 57.6 153 ― 145 ― 48 ―

22年8月期第1四半期 687 △44.8 △90 ― △113 ― △82 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年8月期第1四半期 5,621.53 ―

22年8月期第1四半期 △9,610.51 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年8月期第1四半期 5,128 1,951 36.9 220,638.03
22年8月期 4,724 1,914 39.1 215,374.25

（参考） 自己資本   23年8月期第1四半期  1,893百万円 22年8月期  1,848百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年8月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年8月期 ―

23年8月期 
（予想）

1,000.00 ― 1,000.00 2,000.00

3.  平成23年8月期の連結業績予想（平成22年9月1日～平成23年8月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

2,244 18.0 150 ― 102 ― 58 ― 6,866.61

通期 4,859 2.8 371 89.6 252 148.7 162 12.8 18,978.56



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不安定要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変
化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年8月期1Q 8,586株 22年8月期  8,586株

② 期末自己株式数 23年8月期1Q  2株 22年8月期  2株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年8月期1Q 8,584株 22年8月期1Q 8,584株
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(1）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善や経済対策を始めとする政策の効果などを

背景に、企業収益は改善されつつあります。しかしながら、海外景気の下振れ懸念や為替相場の変動、雇用情勢

の悪化懸念等により、先行きは依然として不透明な状況で推移いたしました。 

 このような経済環境のもと、当社グループの主たる事業領域である半導体・液晶関連事業（当社、Adtec 

Technology,Inc.及びAdtec Europe Limited（以下、「当社等」という。））におきましては、高機能携帯電話

などの需要増加を背景にメモリー需要が高まり、液晶パネル市場では、欧米市場の低迷に伴い液晶パネルメーカ

ーの一部で生産調整があったものの、タブレットＰＣや中小型薄型テレビの需要が堅調に推移していることで、

半導体市場及び液晶パネル市場ともに設備投資が増加いたしました。 

 このような事業環境の中、当社等は、市場が活発化しているアジア地域を中心に、新規開発製品であるＴＸシ

リーズやＴＳシリーズの高周波電源のＰＲを実施することに重点を置き、既存顧客及び新規顧客の新規案件受注

獲得のための積極的な営業活動を展開したことにより売上高は堅調に推移いたしました。 

 研究機関・大学関連事業（株式会社ＩＤＸ（以下、「ＩＤＸ」という。））におきましては、既存製品である

マイクロ波電源を用いて、医療機関を中心にＰＲを実施するとともに、強みである技術力を活かせる民間の新規

顧客開拓のための営業活動を展開したものの、売上高は低調に推移いたしました。 

 この結果、当社グループの当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高は1,084,009千円（前年同期比57.6％

増加）、営業利益は153,490千円（前年同期は営業損失90,116千円）、経常利益は145,853千円（前年同期は経常

損失113,092千円）、四半期純利益は48,255千円（前年同期は四半期純損失82,496千円）となりました。 

  当第１四半期連結会計期間の業績は、次のとおりであります。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。  

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 

平成20年３月21日）を適用しております。  

 半導体・液晶関連事業（当社等）におきましては、高機能携帯電話やタブレットＰＣなどのデジタル家電関連

の需要増加に伴い、アジア地域を中心とした半導体市場及び液晶パネル市場の各関連メーカーが積極的な設備投

資を実施していることから、売上高は942,013千円、営業利益は169,572千円となりました。 

 研究機関・大学関連事業（ＩＤＸ）におきましては、医療機関向けの大型案件の出荷がなく、また官公庁の予

算削減等により、売上高は141,996千円、営業損失は15,477千円となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

項目 

前第１四半期連結会計期間
（自 平成21年９月１日 
至 平成21年11月30日） 

当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年９月１日 
至 平成22年11月30日） 

金額（千円） 金額（千円） 

売上高  687,799  1,084,009

売上総利益  171,949  436,270

営業利益又は営業損失（△）   △90,116  153,490

経常利益又は経常損失（△）  △113,092  145,853

四半期純利益又は四半期純損失（△）  △82,496  48,255
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  セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

注１．売上高は、各セグメントの外部売上高に対する売上高を表しております。  

 ２．営業利益は、各セグメントの営業利益を表しております。 

(2）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況  

 当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品の増加等により、前連結会計年

度末と比較して404,385千円増加し、5,128,893千円となりました。 

 当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、買掛金、短期借入金、資産除去債務の増加等により、前連結会計

年度と比較して368,072千円増加し、3,177,606千円となりました。 

 当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、四半期純利益の計上による利益剰余金の増加等により、前連結

会計年度末と比較して36,313千円増加し、1,951,286千円となりました。 

②キャッシュ・フローの状況  

 当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末と

比較して113,500千円増加し、1,017,503千円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次

のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果獲得した資金は、19,367千円（前年同期は63,876千円の使用）となりました。 

 これは、税金等調整前四半期純利益119,589千円、売上債権の減少額101,369千円、仕入債務の増加額139,553

千円等の資金増加要因、たな卸資産の増加額439,723千円等の資金減少要因によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、14,981千円（前年同期は9,589千円の獲得）となりました。 

 これは、有形固定資産の売却による収入2,180千円等の資金増加要因、有形固定資産の取得による支出17,210

千円等の資金減少要因によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果獲得した資金は、111,820千円（前年同期は534,811千円の獲得）となりました。 

 これは、短期借入金の純増加額145,000千円、長期借入れによる収入100,000千円等の資金増加要因、長期借入

金の返済による支出132,915千円等の資金減少要因によるものであります。 

(3）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年８月期の連結業績予想については、概ね当初の業績予想通りに推移しているため、平成22年10月15日

に公表いたしました業績予想の数値から修正は行っておりません。  

項目 

当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年９月１日 
至 平成22年11月30日） 

売上高
営業利益又は
営業損失（△） 

金額
（千円） 

金額
（千円） 

半導体・液晶関連事業（当社等）  942,013  169,572

研究機関・大学関連事業（ＩＤＸ）  141,996  △15,477

合計  1,084,009  154,094
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。   

 これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ1,076千円、税金等調整前四半期純利益が29,385千円減少してお

ります。 

 また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は72,330千円であります。  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,167,503 1,054,003

受取手形及び売掛金 1,124,507 1,226,012

製品 471,960 311,229

仕掛品 814,162 669,209

原材料及び貯蔵品 594,992 467,746

繰延税金資産 17,889 68,539

その他 61,813 92,134

流動資産合計 4,252,828 3,888,876

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,031,606 976,827

減価償却累計額 △551,824 △541,905

建物及び構築物（純額） 479,782 434,921

車両運搬具 11,721 11,721

減価償却累計額 △11,069 △10,992

車両運搬具（純額） 652 728

工具、器具及び備品 665,755 663,183

減価償却累計額 △455,096 △449,253

工具、器具及び備品（純額） 210,659 213,930

土地 65,926 65,926

建設仮勘定 1,506 －

有形固定資産合計 758,526 715,506

無形固定資産 48,593 51,063

投資その他の資産   

投資有価証券 28,774 31,000

繰延税金資産 421 422

その他 59,657 57,547

貸倒引当金 △19,909 △19,909

投資その他の資産合計 68,943 69,060

固定資産合計 876,064 835,631

資産合計 5,128,893 4,724,507
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年８月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 306,519 167,417

短期借入金 1,100,000 955,000

1年内返済予定の長期借入金 617,847 611,770

未払法人税等 8,653 16,645

その他 136,975 100,367

流動負債合計 2,169,996 1,851,199

固定負債   

長期借入金 916,985 955,977

資産除去債務 72,589 －

その他 18,034 2,357

固定負債合計 1,007,609 958,334

負債合計 3,177,606 2,809,534

純資産の部   

株主資本   

資本金 835,598 835,598

資本剰余金 908,160 908,160

利益剰余金 294,104 245,849

自己株式 △384 △384

株主資本合計 2,037,478 1,989,223

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △13,045 △10,819

為替換算調整勘定 △130,476 △129,631

評価・換算差額等合計 △143,521 △140,451

少数株主持分 57,330 66,200

純資産合計 1,951,286 1,914,973

負債純資産合計 5,128,893 4,724,507
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 687,799 1,084,009

売上原価 515,850 647,738

売上総利益 171,949 436,270

販売費及び一般管理費 262,065 282,780

営業利益又は営業損失（△） △90,116 153,490

営業外収益   

受取利息 546 256

受取配当金 51 －

為替差益 － 369

デリバティブ評価益 193 154

受取手数料 － 2,194

補助金収入 663 －

助成金収入 2,883 －

その他 911 821

営業外収益合計 5,249 3,797

営業外費用   

支払利息 10,290 9,408

たな卸資産廃棄損 845 3

為替差損 16,589 －

その他 500 2,021

営業外費用合計 28,226 11,433

経常利益又は経常損失（△） △113,092 145,853

特別利益   

固定資産売却益 2,371 2,045

受取補償金 35,454 －

特別利益合計 37,826 2,045

特別損失   

固定資産除却損 61 －

臨時損失 11,495 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 28,309

特別損失合計 11,556 28,309

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△86,822 119,589

法人税、住民税及び事業税 3,740 12,301

過年度法人税等戻入額 △425 －

法人税等調整額 △63 67,903

法人税等合計 3,251 80,205

少数株主損益調整前四半期純利益 － 39,384

少数株主損失（△） △7,577 △8,870

四半期純利益又は四半期純損失（△） △82,496 48,255
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△86,822 119,589

減価償却費 19,176 19,479

受取利息及び受取配当金 △597 △256

支払利息 10,290 9,408

為替差損益（△は益） 20,433 1,576

固定資産除却損 61 －

有形固定資産売却損益（△は益） △2,371 △2,045

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 28,309

受取補償金 △35,454 －

売上債権の増減額（△は増加） △52,457 101,369

たな卸資産の増減額（△は増加） △162,355 △439,723

仕入債務の増減額（△は減少） 180,379 139,553

その他 61,768 73,072

小計 △47,948 50,332

利息及び配当金の受取額 578 255

利息の支払額 △11,169 △8,813

法人税等の支払額 △6,558 △22,503

法人税等の還付額 1,221 95

営業活動によるキャッシュ・フロー △63,876 19,367

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の純増減額（△は増加） 10,000 －

有形固定資産の取得による支出 △2,690 △17,210

有形固定資産の売却による収入 2,720 2,180

無形固定資産の取得による支出 △614 △200

その他 174 249

投資活動によるキャッシュ・フロー 9,589 △14,981

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 638,400 145,000

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 △103,258 △132,915

リース債務の返済による支出 △252 △252

配当金の支払額 △77 △11

財務活動によるキャッシュ・フロー 534,811 111,820

現金及び現金同等物に係る換算差額 △32,960 △2,705

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 447,564 113,500

現金及び現金同等物の期首残高 1,370,222 904,003

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,817,786 1,017,503
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 該当事項はありません。  

（事業の種類別セグメント情報）  

前第１四半期連結累計期間（自平成21年９月１日 至平成21年11月30日） 

注１．事業の区分は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各事業区分の主要な内容 

  

 （所在地別セグメント情報） 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年９月１日 至平成21年11月30日） 

注１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．欧州の区分に属する主な国又は地域は以下のとおりであります。 

欧州……………イギリス、ドイツ、スイス 

  

（海外売上高） 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年９月１日 至平成21年11月30日） 

注１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する地域の主な内訳は以下のとおりであります。 

(1）アジア地域……韓国、台湾、シンガポール 

(2）欧州……………イギリス、ドイツ、スイス 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
半導体・液晶
関連事業 
（千円） 

研究機関・
大学関連事業
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社  
（千円） 

連結
（千円） 

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  520,200  167,599  687,799 ―  687,799

(2）セグメント間の内部売上高又は振

替高 
―  50  50  △50 ― 

計  520,200  167,650  687,850  △50  687,799

営業損失（△）  △41,025  △19,749  △60,774  △29,341  △90,116

事業区分 主な内容 

半導体・液晶関連事業 高周波電源、マッチングユニット 

研究機関・大学関連事業 直流電源 

  
日本 

（千円） 
米国

（千円） 
欧州

（千円） 
計（千円）

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  387,766  115,235  184,797  687,799 ―  687,799

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 242,432  1,025  3,870  247,327  △247,327 ― 

計  630,198  116,261  188,667  935,127  △247,327  687,799

営業利益又は営業損失

（△） 
 △51,939  5,667  △9,659  △55,932  △34,183  △90,116

  米国 アジア地域 欧州 計

Ⅰ 海外売上高（千円）  115,235  39,159  184,797  339,193

Ⅱ 連結売上高（千円） ― ― ―  687,799

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 16.7  5.7  26.9  49.3
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 （セグメント情報） 

１．報告セグメントの概要  

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。 

 当社グループは、製品の販売、生産体制やサービスの類似性に基づき、事業の種類別に区分した単位によ

り事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは事業の種類別に基づき、「半導体・液晶関連事業」及び「研究機関・大学関

連事業」の２つを報告セグメントとしております。 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成22年９月１日 至平成22年11月30日） 

（注）１．セグメント利益の調整額△604千円は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３．営業費用の配分方法の変更 

 従来、配賦不能営業費用として全社費用に含めていた提出会社本社の管理部門に係る費用を、当第１四半期

連結累計期間より「半導体・液晶関連事業」に配分する方法に変更しております。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

（固定資産に係る重要な減損損失） 

該当事項はありません。  

（のれんの金額の重要な変動） 

該当事項はありません。 

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。  

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

 該当事項はありません。 

セグメントの名称 主要製品 

半導体・液晶関連事業 高周波電源、マッチングユニット 

研究機関・大学関連事業 直流電源 

  （単位：千円）

  
半導体・液晶 
関連事業 

研究機関・大学
関連事業 

合計
調整額 
（注１）  

四半期連結損益
計算書計上額 
（注２）  

売上高        

外部顧客への売上高  942,013 141,996  1,084,009 ― 1,084,009

セグメント間の内部
売上高又は振替高  7,460 ―  7,460  △7,460 ― 

計  949,473 141,996  1,091,470  △7,460 1,084,009

セグメント利益  169,572 △15,477  154,094  △604 153,490

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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